
表 4090　2014年中の出口部感染発症率（回/1患者・年）　現在施行中のPD歴(年)別 （腹膜透析患者）

現在施行中のPD
歴

0 1.0～ 2.0～ 3.0～ 4.0～ 5.0～ 合計
不明

記載なし
総計 平均 標準偏差

1年未満 989 75 42 21 22 33 1,182 111 1,293 0.53 1.64
（％） (83.7) (6.3) (3.6) (1.8) (1.9) (2.8) (100.0)

1年～ 765 150 41 17 9 13 995 56 1,051 0.41 1.03
（％） (76.9) (15.1) (4.1) (1.7) (0.9) (1.3) (100.0)

2年～ 1,117 199 55 12 7 19 1,409 105 1,514 0.36 0.99
（％） (79.3) (14.1) (3.9) (0.9) (0.5) (1.3) (100.0)

4年～ 665 98 27 16 7 17 830 38 868 0.41 1.18
（％） (80.1) (11.8) (3.3) (1.9) (0.8) (2.0) (100.0)

6年～ 354 45 14 3 2 3 421 30 451 0.26 0.77
（％） (84.1) (10.7) (3.3) (0.7) (0.5) (0.7) (100.0)

8年～ 170 21 6 1 198 15 213 0.20 0.61
（％） (85.9) (10.6) (3.0) (0.5) (100.0)

10年～ 199 32 7 3 1 3 245 10 255 0.31 0.82
（％） (81.2) (13.1) (2.9) (1.2) (0.4) (1.2) (100.0)
合計 4,259 620 192 72 48 89 5,280 365 5,645 0.40 1.18
（％） (80.7) (11.7) (3.6) (1.4) (0.9) (1.7) (100.0)

記載なし 1 1 3,295 3,296
（％） (100.0) (100.0)
総計 4,260 620 192 72 48 89 5,281 3,660 8,941 0.40 1.18
（％） (80.7) (11.7) (3.6) (1.4) (0.9) (1.7) (100.0)
平均 3.43 3.59 3.16 2.87 2.13 2.51 3.41 2.96 3.38

標準偏差 3.32 2.98 2.84 2.97 2.53 2.59 3.25 3.09 3.24

数値下のかっこ内は行方向の合計に対する％です。
個々の患者の出口部感染発症率（回/1患者・年）は、1.0未満の数値が0となるため、「0」と表示しています。
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